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「サービス付き高齢者向け住宅」の登場 
2011年10月開始→わずか4年間で18万戸へ 

（内、東京都265棟・10,106戸 2015.8現在の登録数） 

「高齢者円滑入居賃貸住宅」の登録 

「高齢者専用賃貸住宅」の登録 

「高齢者向け優良賃貸住宅」の認定 

「サービス付き高齢者向け住宅」 
登録制度 

■住宅に関する基準■ 

■サービスに関する基準■ 

■契約に関する基準■ 
 

[国土交通省所管] 

[国土交通省・厚生労働省共管] 

建設補助 
100万円/戸 

住宅金融
支援機構
融資 

５．サービス付き高齢者向け住宅等 



＜十分条件＞ 

見守り：固定費 

食事 

介護 

+ 

建物：固定費 

土地 

＜必要条件＞ 

医療 

原則、借地（新規購入の場合は相当にコストが嵩む） 

国交省補助（新築1/10、改修1/3 上限100万円／戸）  

民々契約 

建設コスト1000万円／戸＜新築・25㎡/戸＞  

介護保険出来高給付ｏｒ定額給付（特定施設のみ） 

医療保険給付 

食費 ４．５万円／人・月 
見守り費 常時３万円／戸・月  

家賃 5～15万円程度／戸・月  

「サービス付き高齢者向け住宅」の直面する課題 

奇妙な事業スキーム： ・

一部は、生活保護世帯等の囲い込み型住宅に・・・・ 

５．サービス付き高齢者向け住宅等 



資料：国土交通省住宅局 http://www.mlit.go.jp/common/001060545.pdf 

地価の安い、不便なところに立地 
５．サービス付き高齢者向け住宅等 



的確な立地のマネジメントが必要 
地域包括ケアシステムとの関係整理が重要 

資料：国土交通省住宅局 http://www.mlit.go.jp/common/001060545.pdf 

５．サービス付き高齢者向け住宅等 



＜参考＞地域のホスピス・ケアと賃貸住宅の複合事例 

５．サービス付き高齢者向け住宅等 



＜参考＞事業の仕組み 

25 

NPO 
＜訪問看護事業所＞ 
＜デイサービス事業＞ 

子育て・文化・スポーツ
支援 

 
 

（株）ヘルパーステーション 
＜居宅介護支援事業所＞ 
＜訪問介護事業所＞ 

 
  

入居者・利用者 
（状況によって選択） 

建物の賃貸借 

（有）A記念交流基金 
＜ケア付き賃貸住宅＞ 

＜地域交流スペース＞ 

 土地購入・建物建設 

 
 

（株）フードサー
ビス会社 

＜食堂運営・配
食サービス＞ 

 
  

 

 
（医）ホスピスケア・ 

クリニック 
＜医療・訪問医療）＞ 

 
  

地域＝ケアタウン 

５．サービス付き高齢者向け住宅等 

Administrator
スタンプ



「高齢者住宅≒非営利事業」 
事業スキームの確立が必要 

出資者 

（現在、将来の 

入居者） 

住宅 

見守り・食事 

介護提供 

医療提供 

私負担 

公負担 

介護保険 

医療保険 

共同出資 
（地域ファンド） 

 高齢者住宅 

Nｏｎ-Profit事業 

静態的な経済循環＋ディーセント・ワーク（雇用創出） 

５．サービス付き高齢者向け住宅等 



 

権利擁護（オンブズマン制度） 

生活支援 

介護 

サービス付き 

高齢者向け住宅 

（もう一つの家） 
 

＋ 

小規模多機能型居宅介護 

ｏｒ 
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

＋ 

訪問医療・訪問看護 

５．サービス付き高齢者向け住宅等 

地域で最後まで過ごせる環境の実現 
「看取り・看取られる」環境 

家族・友人・知人 

＋ 

地域ケア 

Aging in Place 

Care in Community 


